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　要旨

鹿児島県の桜島にある溶岩性転石海岸である袴
腰海岸には，複数の肉食貝類が生息している．そ
のなかでもカヤノミカニモリ Clypeomorus bifasci-

ataは普通に見られる種であるが研究対象とされ
た例が無く，その生態はほとんど解明されていな
い．また，愛媛県では絶滅，沖縄県では準絶滅危
惧種となっている．本研究ではその生態の解明の
第一歩として，カヤノミカニモリの月ごとのサイ
ズ頻度分布と季節ごとの密度分布の季節変動を追
うことにより，その生活史の解明を試みた．季節
ごとの密度調査では 5月・8月・10月・12月に潮
間帯の中部と下部（10月と 12月は下部のみ）で
50 × 50 cmのコドラートをそれぞれ 5ヶ所置き，
その中に出現したカヤノミカニモリの個体数と殻
高を測定した．この結果，本種は冬に岸側の密度
が低下し，海側の密度が増加することから，冬に
は海側へ移動しているようであった．毎月のサイ
ズ頻度分布調査では，見つけ取りで 2007年 1月
から 2008年 1月の 12回（2007年 3月は欠損）潮
間帯全域で貝を採集し，個体数と殻高を測定した．
この結果，サイズピークは 21 mm前後で，他に
13 mm前後の小型の個体の集団が秋に確認でき
た．密度調査の結果と合わせて，受精・産卵は冬
の時期であることが考えられる．

　はじめに

鹿児島県の桜島にある袴腰海岸は，桜島が
1914年に噴火した時に噴出した溶岩で覆われて
いる転石海岸である．この海岸には複数種の海産
肉食性貝類が生息している．そのなかでも，カヤ
ノミカニモリ Clypeomorus bifasciataとシマベッコ
ウバイ Japeuthria cingulataが比較的多くみられ
る．同調査地で肉食性貝類を取り扱った鎌田
（1999）の論文にはカヤノミカニモリは出てこな
いことから，本種は最近個体数が増加したものと
思われる．他にも，調査した年の秋ごろから藻食
性ではあるが同じ目のゴマフニナ Planaxis 

sulcatus (Born, 1779)が多く見られるようになって
きた．他の転石海岸でよく見られるイボニシ
Thais clavigera Kuster, 1860やイソニナ Japeuthria 

ferrea Reeve, 1847は確認できなかった．
シマベッコウバイについての研究例としては，

Takada (1999)や Ota & Tokesi (2000)，鎌田（2000, 

2001），大田（2001）によって生息分布や食性と
成長が報告されているが，カヤノミカニモリの生
態的な研究例はこれまで全く報告が無い．愛媛県
のレッドデータブックでは絶滅，沖縄県のレッド
データブックでは準絶滅危惧種とされているが
（愛媛県，2003），存在の確認のみで生態的な研究
まではされていない．また，Abdul-Salam (1996)

では本種に寄生する新種のセルカリア（Cercaria 

kuwaitae）が記載されているが，本種の生態につ
いては触れていない．
そこで，本研究では桜島袴腰海岸の潮間帯に

おけるカヤノミカニモリの生息状況と季節変動に
よる分布の変遷およびそれに影響を与えている要
因を調査するため，月ごとのサイズ頻度分布調査
と季節ごとの密度分布調査を行った．
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　材料と調査方法

材料

カヤノミカニモリ Clypeomorus bifasciata

腹足綱　前鰓亜綱　盤足目　オニノツノガイ科
分布は，房総半島以南，山口県以南（熱帯イン

ド，西太平洋域）．殻高 2 cm，殻径 1 cmで太い紡
錘型．黒褐色で螺肋と縦肋が交わりいぼ状になる．
殻はやや厚い．転石海岸の石の上や砂地にいるこ
とが多い（波部ほか，1994, 1999）．
本種は死肉食と捕食による肉食性である．転石

海岸の潮間帯における肉食性貝類の摂餌様式につ
いて報告した大田（2001）によると，死体があれ
ばそれを利用し，死体供給がなければ自ら他の動
物を捕食する．主要な餌動物はヒメアサリ，イシ
ダタミガイ，スガイなどであるとされている．こ
こではイソニナとシマベッコウバイについて報告
されているが，本研究の調査地においても上記餌
動物が確認できたことから同じ摂餌様式であると
考えられる．
雌雄異体，もしくは交代的雌雄同体（目の特徴），

産卵様式と初期生活史は卵塊を岩に生みつけ，こ
れがベリジャー幼生になり海中で浮遊生活をした
後岩場に定着する．

調査地概要

桜島　袴腰海岸（31°35′N, 130°36′E）（Fig. 1）
桜島が大正 3年に噴火したときに溶出した大正

溶岩が基盤となっている転石海岸である．
調査地の潮間帯は，大潮の満潮線と小潮の満潮

線の間を上部，小潮の満潮線と干潮線の間を中部，
大潮の干潮線と小潮の干潮線の間を下部とした．
下部の下限は大潮干潮時の海岸線である．上部で
は全く個体が見つからず，二ヶ所では比較できる
要因が少ないため，中部を二等分し海側から中部
下，中部上と分けた．各部の境界線は，地面の湿
り具合や転石の大きさ，藻類が生えている様子か
ら判断した（Fig. 2）．

Fig. 1．桜島の袴腰大正溶岩海岸潮間帯の調査地周辺地図．
黒丸は調査地の位置を示す．

Fig. 2．桜島の袴腰大正溶岩海岸潮間帯の調査地各部の様子．
写真上：潮間帯の上部と中部の境界線付近．写真中：潮
間帯の中部と下部の境界線付近．写真下：潮間帯の中上
部と中下部の境界線付近．
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上部は小石に覆われており，石の層も薄い．中
部は上部よりも大きな石に覆われていて，場所に
よっては石の層が 30 cm以上になるところもある
が，石の下の砂地が見えているほど石の層が薄い
ところもある．本研究では石の層が薄いところと
砂地を中心に採取し，ここで最も多くの個体が取
れた．下部では石の層は，ほぼどの層も一様であ
り，20–30 cmほどである．

調査方法

サイズ頻度分布調査　サイズ頻度分布調査は，
桜島の調査区で 2007年 1月から 2008年 1月まで
の大潮の日中の干潮前後に月に 1回，計 12回行っ
た．調査区全域にて見つけ取りで 50個体以上採
取し，個体数を記録してノギスで 0.1 mmの単位
まで殻高を測定し記録した．3月は採取に行くこ
とができなかったためデータが欠損している．基
本的に採取した貝は今後別の研究に使えるように
持ち帰って冷凍保存し，調査区には戻していない．

密度分布調査　季節ごとの調査では，5月，8月，
10月，12月に中部上と中部下と下部でそれぞれ
5ヶ所ずつ 50 cm × 50 cmの方形区画を置き，その
中に出現した個体を見つけ取りで採取し，個体数
を記録してノギスで 0.1 mmの単位まで殻高を測
定し記録した．下部では個体が確認できなかった
ため 5月と 8月では調査していないが，後から存
在が確認できたため 10月と 12月では調査した．
その結果の個体数とサイズの平均，最大値，最小
値をグラフにして比較した．

　結果

サイズ頻度分布調査結果

Fig. 3aは横軸を殻高（mm），縦軸を個体数とし
て示したグラフである．採取できた個体数が月ご
とにかなり異なるため，個体数を割合に直して比
較しやすくしたものが Fig. 3bである．
この結果，サイズピークは年間を通して 21 mm

前後であること，月によっては成貝の集団とは別
に小型の個体の集団が存在することがわかる．こ
こで言う集団とはグラフ上での集団であり，集
まって生息しているということではない．また，

Fig. 3bから 16 mmが成貝の集団と小型の個体の
集団の境となっていることが多いため，16 mm以
下の個体を小型としている．
月ごとの成長の度合いを推し量るため，サイズ

ピークと小型個体の集団に着目して細かく見てみ
ると 1月では 22 mmの個体が一番多く，小型の
個体はほとんど採取できていない．2月は 1月と
比べて採取した数は少ないが大きさのばらつきが
増加し，小型の集団が出現する．サイズピークは
21 mmとなっている．4月では小型の集団がより
多くなり，大型の集団は全体的にサイズが大きく
なっているがサイズピークは 21 mmのままであ
る．5月には小型の集団の個体のサイズが全体的
に大きくなり，サイズピークも 22 mmになる．6

月になると小型の集団はほぼ無くなり，サイズ
ピークは 20 mmまで低下する．7月になっても目
立った小型の集団は確認できず，サイズピークも
そのままである．8月ではサイズピークは 21 mm

になり，個体のサイズが全体的に大きくなってい
る．9月は 8月とグラフが良く似た形でサイズピー
クも同じであるが，小型の個体がわずかに確認で
きる．10月になると小型の集団がより明確に出現
する．サイズピークは 21 mmのままである．11

月では二つの集団がはっきりと別れ，サイズピー
クは 22 mmになる．12月に小型の集団は大型の
集団とほぼひとつになり，サイズピークが 21 mm

に低下する．2008年 1月には小型の集団がまた少
し増加する．サイズピークは 21 mmのままである．
一年を通して 10 mm以下の個体は見つけること
ができなかった．

密度調査結果

密度調査の結果は Fig. 4に示しているが，縦軸
がそれぞれ個体数，殻高（mm）で，折れ線が平
均値，垂直線の上端が最大値，下端が最小値であ
る．
本種は 5–20個体で群れて生息していることが

多く，コドラートが群れに当たると多く採取でき
たが，そうでないときにはほとんど採取できな
かった．
中部上では，5月に全く採取できなかったこと
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Fig. 3a．桜島袴腰大正溶岩海岸の潮間帯におけるカヤノミカニモリのサイズ頻度分布の季節変化．縦軸を個体数で表示．
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Fig. 3b．桜島袴腰大正溶岩海岸の潮間帯におけるカヤノミカニモリのサイズ頻度分布の季節変化．縦軸を個体数の割合で表示．
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を除けば，8月，10月，12月と冬になるにつれて
密度が減少している．12月の調査でも 1個体も採
取できなかった．中部下では中部上とは対照的に
5月，8月，10月，12月と冬になるにつれて密度
が増加している．下部では 10月と 12月しか調査
していないが，12月に 1個体見つかっただけで
あった．
サイズには大きな変化は見られなかったが，サ

イズ頻度分布調査の結果と比較すると全体的に小
さかった．

　考察

サイズ頻度分布の結果において，サイズピーク
が年間を通してほぼ一定であることから，本種の
寿命は少なくとも一年以上であることが分かる．
殻高 10–16 mmの小型の個体の集団は春と秋に

出現するが，貝類は冬の間代謝と移動能力が低下
して成長できないので，この二つの集団はもとも
と同じ時期に発生しており秋に出現したほうの集
団が正常に発生・成長したものと思われる．また，
密度調査の結果，夏は岸側で密度が高く，冬は海
側の密度が高くなっていたことから，冬になると
海側へ移動することが示唆された．本種は岩場に
卵塊を生みつけ，それが孵化してベリジャー幼生
になりしばらく海中生活をする．これらのことか
ら，本種の生殖・産卵時期は冬であることが考え
られる．

10 mm以下の個体を見つけられなかったことに
は 2つの可能性が考えられる．まず，定着した稚
貝は潮間帯下部の石の層の底や岩の割れ目に入っ
ていた，あるいは，海中で生活しているためと思
われる．また，別の考えとして，以下の可能性も

Fig. 4．桜島袴腰大正溶岩海岸の潮間帯におけるカヤノミカニモリの個体数密度の季節変化．個体数密度は，50 cm × 50 cmの方
形区内で採集された個体数で表した．
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ある．本種を採取する際半分ほど砂に潜っている
個体がしばしば見られた．砂を 5 cmほど掘って
目視で探したこともあったが，砂ごと持ち帰りふ
るいにかけてもっと詳しく調査すれば稚貝を見つ
けることができたかもしれない．サイズ頻度分布
調査の結果に関しては，このことを除いて，はっ
きりとした二山構成を示していたので信頼できる
結果であると考えられる．
密度調査の結果に関しては，群れで生活してい

ることが多く群れの大きさもさまざまであった．
加えて，あくまで潮間帯の中部の間だけでの移動
なので今回の調査の結果は偶然かもしれない．
最後に本研究とはあまり関係ないが，8年前の

同調査地の他の論文（鎌田，2000）と比較すると，
ウネレイシガイダマシ Cronia margariticolaとシマ
レイシガイダマシ Morula musivaはほとんどいな
くなり，カヤノミカニモリとゴマフニナが増えて
きたか，移入している．この生物相の変遷の理由
は明らかではないが，何かしら本調査地の環境に
変化が起こっていると考えられる．
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